
西暦 2025年 10月 27日 

レセプトおよび DPC データを用いた 

循環器疾患における医療の質に関する研究について 

2012年 4月から 2028年 3月 31日に 

産業医科大学病院に循環器疾患で入院された患者さんへのお知らせ 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得られた情報

の記録に基づき実施する研究です。このような研究は「人を対象とする生命科学・医学系研

究に関する倫理指針（令和 3 年 3 月 23 日制定 令和 3 年 6 月 30 日施行）」により、対象と

なる患者さんのお一人おひとりから直接同意を得るのではなく、研究内容の情報を公開す

るとともに、参加拒否の機会を保障することとされています。この研究に関するお問い合わ

せ、また、ご自身の診療情報が利用されることを了承されない場合は。以下の問い合わせ先

にご連絡ください。利用の拒否を申し出られても何ら不利益を被ることはありません。 

 

1. 研究課題名 

レセプトおよび DPC データを用いた循環器疾患における医療の質に関する研究につい

て 

2. 対象となる方 

本研究では、2012 年 4 月 1 日から 2028 年 3 月 31 日に、循環器疾患診療実態調査の対

象施設に循環器疾患で入院されたすべての患者様です。 

 

3. 研究期間 

予定研究期間：倫理委員会承認後～2035 年 3 月 31 日 

 本学が情報提供を行う期間：2022 年 12 月 16 日〜2028 年 3 月 31 日 

 

 

4. 提供責任者 

産業医科大学 医学部 第 2 内科学 教授 片岡 雅晴 

 

5. 研究の背景 

全国の循環器疾患の診療実態を記述した統計はなく、その診療実態は不明な点が多いと

考えられています。諸外国では定期的にデータを取得し、モニタリングを行うことで診療の

質を向上させようとする試みがありますが、日本にはまだそのようなデータベースは存在

しません。 

 

6. 研究の目的 

この研究は日本循環器学会 IT /DB 部会、福本 義弘を研究代表者とする多期間共同研究

ですが、本学は情報の提供のみを行います。 



日本循環器学会では、全国的に循環器診療の実態調査を展開して診療実態を具体的な数

で把握するためのデータベース構築として「循環器疾患診療実態調査（JROAD）」をお

行なっています。JROAD 調査施設の中から DPC(Diagnosis Procedure Combination；

診断群分類)参加病院を対象に、病名や診療行為の明細が含まれた DPC データを集め、

データベースを作成します。得られたデータに基づいて、医療の質を向上するのに必要

な情報を循環器学会員へ発信し、循環器診療の質を向上させるための基本的な資料とす

ることを目的としています。 

 

7. 研究の方法 

この研究は、厚生労働省・文部科学省・経済産業省の「を対象とする生命科学・医学系研

究に関する倫理指針（2021 年 6 月 30 日）」を守り、一般社団法人日本循環器学会の倫理

委員会の承認のもとに実施されます。使用するデータベースは匿名化処理がされており、個

人情報が提供されることはなく、個人情報を扱うことはいたしません。したがって対象者の

方の個人情報が漏れることはありません。 

研究結果は個人が特定できない形式で学会等に発表されます。収集する項目は、性別・入

院時年齢、入院時診断名・入院時併存症病名・入院後合併症病名とそれらの ICD-10コード，

手術処置名、実施日、使用された薬剤・医療材料，在院日数，退院時転帰，費用情報です。

さらに詳細な項目内容についてご質問があれば、下記までご連絡ください。 

 

8. データの保存・管理 

収集した元データは国立循環器病研究センターOIC 情報利用促進部にて厳重な管理のもと

保存されます。ご不明な点があれば、下記までお尋ねください。 

 

9. 外部機関からの情報提供 

日本循環器学会との共同研究機関として国立循環器病研究センターOIC 情報利用促進部は、

日本循環器学会の教育研修施設の調査協力施設の中からレセプトの提供に同意した施設よ

り上記の情報の提供を受けます。 

 

10. 学術研究目的による外部機関への情報提供 

本研究で得られた試料・情報については、日本循環器学会員が広く循環器診療の質の向上

につながる学術目的の研究施行のために使用することができます。その中には学会員との

共同研究としての民間による学術目的研究も含まれます。学術目的の研究を実施する場合

には、研究者は日本循環器学会の IT/DB 部会に申請し承認を得る必要があり、そのうえで

試料・情報は研究者（研究実施機関）へ提供されます。 

・提供される情報項目：DPC・レセプト情報の性別・入院時年齢、入院時診断名・入院時

併存症病名、入院後合併症病名とそれらの ICD-10 コード，手術処置名、実施日、入院中に

使用された薬剤・医療材料，在院日数，退院時転帰，費用です。 

 



11. 問い合わせ先  

研究に対して拒否される場合や疑問がある場合、ご相談ください。研究責任者又は研究分担

者が随時対応させて頂きます。 

北九州市八幡西区医生ヶ丘１−１  

産業医科大学 第２内科学 担当者 仲 悠太郎 093-603-1611  

12. その他   

研究への参加に対する直接的な利益はありません。また、費用の負担や謝礼もありません。 


